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いま企業が取り組むべき

女性活躍推進法とは？
━ 女性採用を取り巻く環境・メリット・企業事例 ━
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1．女性採用市場の動向
（社会・企業・求職者の動き）



１．女性採用市場の動向（社会の動き）

― 女性活躍推進法とは？

働くことを希望するすべての女性が、その職業生活において活躍できるような社会の実現を目指して
2016年に施工された法律です。
この法律の特徴としては、国が企業に対して、女性が働きやすい環境を整えられているのかの現状把握や、
女性活躍を促すための目標や計画の報告を義務づけている点にあります。

― 国が定める女性活躍推進法における基本原則

■ 女性に対する採用、昇進等の機会の積極的な提供及びその活用と、性別による固定的役割分担等を
反映した職場慣行が及ぼす影響への配慮が行われること

■ 職業生活と家庭生活との両立を図るために必要な環境の整備により、職業生活と家庭生活との
円滑かつ継続的な両立を可能にすること

■ 女性の職業生活と家庭生活との両立に関し、本人の意思が尊重されるべきこと

※参考：女性活躍推進法の改正 女性活躍推進法が改正されました！- 厚生労働省 3

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000091025.html


１．女性採用市場の動向（社会の動き）

育児・介護休業法は、正式名称を「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する
法律」といい、働く人が、育児や介護を理由に仕事を辞めることなく、仕事と家庭を両立することを目的に
した法律です。令和６年５月に育児・介護休業法及び次世代育成支援対策推進法が改正されました。

▶ 改正の3つのポイント

①子の年齢に応じた柔軟な働き方を実現するための措置の拡充

育児と希望に応じたキャリア形成との両立を可能にするため、3歳から小学校入学前の子どものいる従業員を対象に、

テレワーク・時短勤務・始業時刻調整などの“柔軟な働き方”を実現するための内容

②育児休業の取得状況の公表義務の拡大や次世代育成支援対策の推進・強化

・ 男性労働者の育児休業取得率等公表義務の対象が、2025年4月の改正で常時雇用従業員300人以上の企業へと範囲が拡大

・ 「一般事業主行動計画」の一部数値目標の設定が義務化

・ 「次世代育成支援対策推進法」の有効期限が、令和17年（2035年）3月31日までに延長

③介護離職防止のための仕事と介護の両立支援制度の強化等

介護離職防止のため、事業主に複数の介護・仕事の両立支援内容が義務化

━ 育児・介護休業法 (2025年5月改正) ～令和７年４月１日から段階的に施行～ ━

参考：育児・介護休業法、次世代育成支援対策推進法改正ポイントのご案内(公布日：令和６年５月31日) – 厚生労働省 4

https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001259367.pdf


１．女性採用市場の動向（企業の動き）

━ 女性活躍推進に関する法人企業向けアンケート調査結果 ━

▶ 女性活躍推進の取り組みについて

「女性活躍推進について取り組んでいることを教えてください」という設問では、全体の78％の企業が、何かしらの施策に取り組

んでいることが分かりました。中でも「女性比率を上げる取り組みをしている」回答が48％と最多で、「管理職の女性比率を上げる

取り組みをしている・する予定」の回答39％と合わせると、全体の58％の企業が女性採用を行っています。また、テレワークやフ

レックス制度、時短勤務制度など、採用と共に雇用環境も整えている傾向も見られました。
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取り組んでいることは無い

短時間勤務制度の導入している・する予定

管理職の女性比率を上げる取り組みをしている・する予定

テレワークやフレックス制度など多様な働き方を可能にしている・する予定

社員の女性比率を上げる取り組みをしている・する予定

※ 引用：【type&女の転職type】中途採用アンケート調査 結果報告(2023.11)

■女性活躍推進について取り組んでいること
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https://info.type.jp/downloadpage-type/recruitment-survey/2023-11/?_gl=1*10bf2nm*_ga*MTc5NDY2MjA2MC4xNzEwMjA2MTQy*_ga_CRNGGBKVJY*MTcyMTc5ODg4Ny43OC4xLjE3MjE4MDExMzguNTUuMC4w&_ga=2.65503662.1262453603.1721615501-1794662060.1710206142&_gac=1.41756310.1721699739.EAIaIQobChMImcW1uZ_s3QIVWLnACh0YnAP9EAAYASAAEgJcifD_BwE


4．女性のキャリア志向トレンド



━ 60歳以上も働きたい女性が8割越え。スキルアップにも意欲的 ━

4．女性のキャリア志向トレンド

女の転職typeが実施した求職者向けのアンケートによると、「何歳まで働きたいですか？」という質問
に対して8割以上が「60歳以上」と回答しており、長く働きたい女性が多いことがわかります。

■長く働き続けるために何かしようと思っていますか？
（複数回答可）

■何歳まで働きたいですか？

※参考：いつまで働く？- データで知る「女性と仕事」- 女の転職type
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https://woman-type.jp/academia/discover-career/data/vol-1/


6．女性採用に向いている企業の
特徴チェックシート



6．女性採用に向いている企業の特徴チェックシート

特徴

□ ① ロールモデルとなる女性社員がいる

□ ② 女性社員の産育休取得・復帰事例がある

□ ③ 特に女性に限定しているわけではないが、求人を出すと女性の応募が多い

□ ④ 多様な働き方を導入している（フレックス制、リモートワーク、時短勤務制度を導入しているなど）

□ ⑤ 手に職がつく職種を募集しており、未経験採用に取り組んでいる（もしくは取り組むことが可能）

□ ⑥ 社員の定着率が高い

□ ⑦ 他社に給与面・雇用形態面で負けてしまい採用に苦戦している

□ ⑧ 第一印象やコミュニケーション、気配りを重視するお仕事

□ ⑨ 扱う商材や開発するサービスに女性顧客が多く、女性目線のアイデアが活きる

□ ⑩ インセンティブが充実、頑張った分だけ給与に還元される制度がある

□ ⑪（これがあれば＋α）駅チカor人気のエリア

□ ⑫（これがあれば＋α）オフィスがキレイ

□ ⑬（これがあれば＋α）服装・髪型・ネイルなどの自由度が高い
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